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令和 6 年度入学者選抜試験問題・答案用紙　（教育　数学 I・A・II・B その 1）

問題 1 次の問いに答えよ。答えだけでなく，どのように考えたのか，途中の計算および説明も書け。

(1)水平な地面に垂直に建つ塔がある。目の高さが 1.5 mの人が，塔の先端の真下の地点Aから 25 m 離れた地点で計測した
塔の先端の仰角は θであり，地点Aから 10 m 離れた地点での仰角は 2θであった。mを単位として塔の高さを小数第 1位
まで求めよ。ただし，小数第２位を四捨五入せよ。必要があれば，近似値として

√
2 = 1.414,

√
3 = 1.732,

√
5 = 2.236,√

7 = 2.646 を用いよ。

(2) 0 < x ≦ 4, 1 ≦ y,
y

x
= 64のとき，z = (log2 x)(log2 y)の最小値を求めよ。

(3)数列 {an} が a1 =

√
2

2
, an+1 =

1

2

√
1 + a2n (n = 1, 2, 3, · · · ) を満たすとき，一般項 an を求めよ。

解答例
(1)塔の高さから 1.5 m を差し引いた長さを x m とする。最初の計測から tan θ =

x

25
がわかり，次の計測から tan 2θ =

x

10

がわかる。一方，t = tan θ とおくと，条件より t > 0であり，倍角の公式から tan 2θ =
2t

1− t2
となるので，t =

x

25
,

2t

1− t2
=

x

10
を得る。これらの式から xを消去すると，25t(1 − t2) = 20t よって，t > 0から t =

1√
5
がわかる。これか

ら，x = 25t = 5
√
5となり，求める塔の高さは，1.5 + 5

√
5 と求められる。ここで，近似値

√
5 = 2.236 を使って計算し，

小数点第 2位を四捨五入し小数第 1位まで求めると，塔の高さは，12.7 mである。

(2)条件から y = 64xで，両辺の2を底とする対数をとると，64 = 26なので，log2 y = 6+log2 xである。X = log2 x, Y = log2 y

とおくと，Y = X + 6であり，x, y の範囲から X ≦ 2, Y ≧ 0である。これから，−6 ≦ X ≦ 2がわかる。この範囲
で，z = XY = X(X + 6) = (X + 3)2 − 9 の 値の最小値は −9であり，それはX = −3, Y = 3のときである。これは，

x =
1

8
, y = 8のときである。以上より，x =

1

8
, y = 8のときに zは最小値−9となる。

(3)与えられた漸化式より a2n+1 =
1

4
(1 + a2n)となるので，bn = a2nとおけば，b1 = a21 =

1

2
, bn+1 =

1

4
bn +

1

4
となる。

これから，bn+1 −
1

3
=

1

4

(
bn − 1

3

)
となり，

bn =

(
1

4

)n−1(
b1 −

1

3

)
+

1

3
=

1

6

(
1

4

)n−1

+
1

3

となる。ここで，初項の値と漸化式より明らかに an > 0 であるから，

an =

√
1

6

(
1

4

)n−1

+
1

3

である。

（教育　数学 I・A・II・B その 1）
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令和 6 年度入学者選抜試験問題・答案用紙　（教育　数学 I・A・II・B その 2）

問題 2 関数 f(x) =
1

2
x2 + 3x−

∫ x

0
t|t− 1|dt について，次の問いに答えよ。

(1) 0 ≦ x ≦ 1 における f(x) の最大値と最小値を求めよ。
(2) f(3) を求めよ。
(3) aを実数とし，x ≧ 0の範囲で xについての方程式 f(x) = a を考える。このとき異なる実数解の個数を求めよ。

解答例
(1) 0 ≦ x ≦ 1のとき，

f(x) =
1

2
x2 + 3x−

∫ x

0
t{−(t− 1)}dt = 1

2
x2 + 3x−

[
−1

3
t3 +

1

2
t2
]x
0

=
1

2
x2 + 3x−

(
−1

3
x3 +

1

2
x2

)
=

1

3
x3 + 3x

従って
f ′(x) = x2 + 3

であり，最大値は x = 1のとき f(1) =
1

3
+ 3 =

10

3
，最小値は x = 0のとき f(0) = 0である。

x 0 · · · 1

f ′(x) +

f(x) 0 ↗ 10
3

(2)

f(3) =
9

2
+ 9−

∫ 3

0
t|t− 1|dt = 27

2
−
{∫ 1

0
t{−(t− 1)}dt+

∫ 3

1
t(t− 1)dt

}
=

27

2
−

{[
−1

3
t3 +

1

2
t2
]1
0

+

[
1

3
t3 − 1

2
t2
]3
1

}

=
27

2
−
{(

−1

3
+

1

2

)
+

(
9− 9

2

)
−

(
1

3
− 1

2

)}
=

26

3

(3) 1 ≦ xのとき

f(x) =
1

2
x2 + 3x−

{∫ 1

0
t{−(t− 1)}dt+

∫ x

1
t(t− 1)dt

}
=

1

2
x2 + 3x−

{[
−1

3
t3 +

1

2
t2
]1
0

+

[
1

3
t3 − 1

2
t2
]x
1

}

=
1

2
x2 + 3x−

{(
−1

3
+

1

2

)
+

(
1

3
x3 − 1

2
x2

)
−

(
1

3
− 1

2

)}
= −1

3
x3 + x2 + 3x− 1

3

従って f ′(x) = −x2 + 2x+ 3 = −(x− 3)(x+ 1) であり，1 ≦ xにおける増減表は，

x 1 · · · 3 · · ·
f ′(x) + 0 −
f(x) 10

3 ↗ 26
3 ↘

(1)の結果と合わせて y = f(x) (x ≧ 0)のグラフを考えることにより
異なる実数解の個数は 

0 (263 < a)

1 (a = 26
3 )

2 (0 ≦ a < 26
3 )

1 (a < 0) O 3

26
3

1

10
3

x

y

（教育　数学 I・A・II・B その 2）
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令和 6 年度入学者選抜試験問題・答案用紙　（教育　数学 I・A・II・B その 3）

問題 3 1辺の長さが 2である正四面体OABC について，辺 ABを 1 : 2 に内分する点をD, 辺 BC を 3 : 1 に内分する点
を Eとし，線分 AE と線分 CD の交点を F とする。

−→
OA =

−→
a ,

−→
OB =

−→
b ,

−→
OC =

−→
c とするとき，次の問いに答えよ。

(1)
−→
OF を

−→
a ,

−→
b ,

−→
c を用いて表し，大きさ |

−→
OF|を求めよ。

(2) △OAFの面積 S を求めよ。
(3)辺 OA の中点を M とする。辺 OB 上に点 P を，辺 OC 上に点 Q をとる。△MPQの重心 G が線分 OF 上にあるとき，−−→

OG を
−→
a ,

−→
b ,

−→
c を用いて表し，△OMGの面積 S′ を求めよ。

解答例

(1) 問題文の条件から，
−→
OD =

2
−→
a +

−→
b

3
,
−→
OE =

−→
b + 3

−→
c

4
である。AF : FE = s : (1− s) とすると，

−→
OF = (1− s)

−→
a + s ·

−→
b + 3

−→
c

4
= (1− s)

−→
a +

1

4
s
−→
b +

3

4
s
−→
c

と表される。また，DF : FC = t : (1− t) とすると，

−→
OF = t

−→
c + (1− t) · 2

−→
a +

−→
b

3
=

2

3
(1− t)

−→
a +

1

3
(1− t)

−→
b + t

−→
c

と表される。このとき，O, A, B, C は同一平面上にないので，

1− s =
2

3
(1− t),

1

4
s =

1

3
(1− t),

3

4
s = t

である。これより s =
2

3
, t =

1

2
を得る。よって，

−→
OF =

1

3

−→
a +

1

6

−→
b +

1

2

−→
c となる。|

−→
a | = |

−→
b | = |

−→
c | = 2，

−→
a ·

−→
b =

|
−→
a ||

−→
b | cos 60◦ = 2 =

−→
b ·

−→
c =

−→
c ·

−→
a であるから，

|
−→
OF|2 = 1

36
(4|

−→
a |2 + |

−→
b |2 + 9|

−→
c |2 + 4

−→
a ·

−→
b + 6

−→
b ·

−→
c + 12

−→
c ·

−→
a ) =

1

36
(4 · 4 + 4 + 9 · 4 + 4 · 2 + 6 · 2 + 12 · 2) = 25

9

となり，|
−→
OF| = 5

3
を得る。

(2) ∠AOF = θ とすると，
−→
OA ·

−→
OF = |

−→
OA||

−→
OF| cos θ = 2 × 5

3
cos θ であり，また

−→
OA ·

−→
OF =

−→
a ·

(
1

3

−→
a +

1

6

−→
b +

1

2

−→
c

)
=

1

3
|
−→
a |2+ 1

6

−→
a ·

−→
b +

1

2

−→
a ·

−→
c =

4

3
+

1

3
+1 =

8

3
であるから，

10

3
cos θ =

8

3
より cos θ =

4

5
を得る。ゆえに sin θ =

3

5
なので，

S =
1

2
|
−→
OA||

−→
OF| sin θ =

1

2
× 2× 5

3
× 3

5
= 1

である。

(3)
−−→
OM =

1

2

−→
a ,

−→
OP = x

−→
b ,

−→
OQ = y

−→
c とする。

−−→
OG =

1

3
(
−−→
OM+

−→
OP+

−→
OQ) =

1

3

(
1

2

−→
a + x

−→
b + y

−→
c

)
であり， G が直線 OF 上にあることから，定数 k が存在して，

−−→
OG = k

−→
OF = k

(
1

3

−→
a +

1

6

−→
b +

1

2

−→
c

)

である。よって，
1

6
=

1

3
k,

1

3
x =

1

6
k,

1

3
y =

1

2
k から， x =

1

4
, y =

3

4
を得る。ゆえに

−−→
OG =

1

6

−→
a +

1

12

−→
b +

1

4

−→
c となる。

このとき，k =
1

2
であるので，G は線分 OF の中点である。ゆえに△OMG と △OAF は相似であり，相似比は 1 : 2 で

ある。よって面積比は 1 : 4 なので，(2)から S′ =
1

4
である。

（教育　数学 I・A・II・B その 3）
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